
サイト 自治体名 事業名 目標額 寄附額 寄附件数 達成度
ふるさと納税の
返礼品を設定

独自 寄付金の使途

1 さとふる 静岡県静岡市
フードドライブ強化プロ
ジェクト

「フードドライブ」とは、あまり聞きなれないかと思いますが、「フードバンク」の活動の一種で、「食品回収キャンペーン」という言
葉です。各所に食品回収BOXを設置し、広く市民の皆さんから食品の寄付を募る活動です。もちろん食品を集めることも大切で
すが、それ以上に、市民の皆様が「食品ロス」や「フードバンク」を知るきっかけとなること、ボランティア活動に踏み出す第一歩と
なってほしい、という想いの方が大きいです。そのため、多くの企業・行政・団体に協力を仰ぎ実施しています。
この「フードドライブ強化プロジェクト」においては
(1)フードドライブ活動(夏・冬)の実施
(2)フードドライブ設置個所の拡充
(3)10月の食品ロス削減推進月間における啓発事業(静岡市役所との協働)
(4)仕分け体験会の実施
などの事業を予定しています。

500,000 10,000 2 2.0% × ×

フードドライブ開催にかかる費用として
　食品回収BOX、のぼり等の備品に係る費用
　備品の郵送費用
　集まった食品を仕分け会場へ送る費用
　仕分けに使用するガムテープなどの事務用品
　仕分けに使用するダンボール購入費

2 さとふる 福岡県春日市
【新駅舎完成記念】みんな
で西鉄春日原駅の壁面
をつくろうプロジェクト

令和6年の西鉄春日原駅の完成を記念して、駅の改札内に高さ約2.5m、幅約8mの壁面を制作します。より愛着をもってもらえ
るよう市民にも制作に参加してもらいたいという思いから、壁面の中央には、第32回弥生の里児童画大賞展に入選した春日市
内の小学生の絵の中から選考し、人物や乗り物などの一部をデザインに挿入した壁画をつくります。また、クラウドファンディング
型ふるさと納税により、壁面の制作費用を支援(寄附)していただける方を募集します。寄附者で公表を希望される方について
は、壁画横のパネルに名前を公表します。※このサイトからの寄附者は公表されません。別途抽選申込みが必要です。申込期間は
令和6年1月15日から2月15日まで。詳しくは、春日市ウェブサイトをご覧ください。

壁面の前面には、鉄道高架化以前に地上をはしっていたレールを展示する予定です。また、壁画デザインに採用される小学生が
描いた絵画のテーマは、「わたしたちの未来～自由に描こう、思いのままに～」です。廃材活用と子どもたちの描く未来、そして、
みんなで一緒につくりあげることで、皆さんに親しまれる春日市の過去と未来の架け橋となるような壁面つくることを目指しま
す。壁面は令和6年7月に完成予定です。

1,000,000 2,637,000 116 263.7% × 〇
このプロジェクトでいただいた寄附は、壁面の制作費用に活用させていただ
きます。

3 さとふる 奈良県川上村
川上産材の木造校舎で
『つながる』子育て支援

吉野林業発祥の村にふさわしい、木材をふんだんに用いたぬくもりのある複合施設には、「義務教育学校」「保育園」「学童保育
所」がひとつの建物に設置されることになります。
加えて、現在国をあげて設置を促進している「こども家庭センター」を設置することで、それぞれの施設を「つなぐ」役割を果たし、
子育て親子のためのすべての機能を兼ね備えた「子育て支援の場」をつくります。
ここには、シンボルとなる大型遊具を中心に、「遊びの場」「学びの場」「交流の場」「相談の場」があり、妊娠・出産期から義務教育
修了までの子育て支援をまるごと詰め込んでいます。
「村内すべての子ども」と「村内すべての子育て支援」がひとつの建物に集うこの取り組みは、全国的に見ても珍しいと考えてお
り、それぞれの垣根をなくして連携することで相乗効果を生み出し、充実した子育て支援をつくります。

20,000,000 1,100,000 28 5.5% 〇 ×

皆様からいただいた寄付金は、新しい校舎と園舎をつなぐ「子育て支援の場
づくり」に使用させていただきます。
この場所は、「子育て親子の集いの場」「大型遊具やビオトープを備えた遊び
場」「日常的な相談も、専門的な相談もできる場」「地域に開かれた交流ス
ペース」など様々な機能を有しています。
大型遊具や保育園庭の一体的整備のため2000万円の支援をお願いしま
す。

4 さとふる 長野県飯田市
遠山郷のシンボル天然温
泉復活～源泉復活プロ
ジェクト～

道の駅遠山郷にある日帰り温泉施設「かぐらの湯」は、源泉ポンプ落下事故(令和2年1月)により源泉からの供給が出来なくなっ
たことや運営会社の撤退(令和2年3月)などにより、令和2年7月から市直営で沸かし湯による営業を行ってきました。しかしな
がら、長引くコロナ禍の影響により利用者数が伸び悩んでいたことや世界的な原油価格の高騰により当初予定していた以上の
維持費がかかっていることなどを原因として、かぐらの湯は令和3年11月末から当面の期間休館となっています。休館はかぐら
の湯のみとし、道の駅として必要な駐車場やトイレ施設は市直営により運営を継続しています。道の駅遠山郷の再整備について
は、かぐらの湯の温泉も含め地域の皆さまと一緒に検討を進めさせていただいております。

20,000,000 952,000 83 4.7% 〇 ×

受け付けました寄付は、以下の用途に活用させていただきます。
・道の駅遠山郷温泉施設の新規源泉掘削工事
　▽温泉掘削工事
　　温泉掘削(1300m)
　▽揚湯設備工事
　　温泉用水中ポンプ設置 、揚湯管敷設、ポンプ制御盤設置、貯湯槽設置

5 さとふる 栃木県宇都宮市

次世代の挑戦者を育むプ
ロジェクト。栃木の若者
が安心して挑戦できる社
会を作りたい!

本プログラムは、アイデアを持った39歳以下の若者が、事務局スタッフによる伴走支援や、活動支援金、メンタリング機会、その
他プロジェクト実施に必要な講座の提供を受けながら、アイデア実現に向けて行動するプログラムです。複雑かつ多様な社会課
題が発生しており、予測困難な時代と言われている現代において、課題解決力を持つ人材や自ら描きたい未来をつくる力を持っ
た人材が必要な一方で、栃木県内において、小さなアイデアを行動に移すフェーズを支えるプログラムやサービスは少なく、特に
ソーシャルアクションを支えるサービスは存在していないという背景から本プログラムを実施しています。これまで50組以上の
卒業生を輩出し、中には発酵食品の製造販売を行う「株式会社オリゼ」の開業をした小泉泰英氏や、大田原市で空き家を活用し、
高齢者と若者をつなぐ「一般社団法人えんがお」を設立した濱野将行氏、学校に通えなくなった子どもとその家族を支援する
「NPO法人キーデザイン」の土橋優平氏などがおり、その他の卒業生も栃木県各地で活躍しています。

3,000,000 10,000 1 0.3% × ×

皆様からの寄付は、以下の内容に使わせていただきます。
iDEA→NEXT
・挑戦者が活動に使うことができる活動支援金
・メンターや講座講師への謝金
・最終報告会のための会場費
・寄付者へのお礼状の郵送費
・挑戦者の伴走支援やプログラム運営に係る事務局の人件
<若者コミュニティ>
・イベント運営に必要な会場費や、消耗品費
・コミュニティに所属する若者の安心感を生むためのコミュニケーションや、
コアメンバーの組織化にかかる人件費

また、目標額を超えた寄付をいただいた場合、若者たちが現地で集えるプロ
グラム作成など、若者の育成にかかる経費として使わせていただきます。

6 さとふる 東京都葛飾区
東京23区初!グリーンス
ローモビリティで楽しく
お出かけ支援!

令和5年10月、葛飾区と東立石グリスロ運営協議会の協働事業として、グリーンスローモビリティの実証運行をスタートさせまし
た。
東立石地区内および周辺のスーパーや診療所などをめぐるルートを設定し、最寄駅である京成立石駅や四ツ木駅へも行くことが
できます。
グリーンスローモビリティとは、「時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービス」です。
今回使用するグリーンスローモビリティは8人乗りで、協議会の運転手が運転し、乗客を目的地まで乗せて運行します。運賃は無
料です。
車両には、安全確認や乗降補助、予約確認を行う補助員も同乗し、令和6年3月まで、毎週水、土曜日に2コース、合計8便を運行
します。
今後、利用者のご意見を聞きながら、もっと利用しやすくなるよう、随時見直しを行っていきます。

今後、区内にこの取組を広げることも見据え、実証運行の分析・検証を踏まえて、
令和6年度以降もグリーンスローモビリティの活用に取り組んでいきます。

1,000,000 45,000 9 4.5% × ×

葛飾区が地域活動への支援として無償で貸し出す車両(グリーンスローモビ
リティ)のリース料金に充当させていただきます。

<リース料金に含まれるもの>
・車両代、納車にかかる諸経費、付属品代等の経費
・自動車税、登録諸費用、自賠責保険
・メンテナンスサービス(スケジュール点検、法定点検、車検、一般整備、故障
修理)

7 さとふる 東京都葛飾区
花いっぱいで笑顔もいっ
ぱい!かつしか花いっぱ
いのまちづくり

葛飾区内で花いっぱいのまちづくり活動を行う団体の数は年々増加し、令和5年1月1日時点で131の団体が区内152か所の花
壇で活動しています。
地域の方が緑や花に親しみ、楽しみながら花壇の花を育むこの活動がずっと続くことで、花いっぱいに彩られた葛飾のまちにな
るように、地域で活動する団体を増やすことやコーディネート、タネや花苗などの配付、花や緑に関する知識や園芸技法を学ぶ講
習会、専用のホームページ等を活用した団体との情報共有など、葛飾区がお手伝いしています。この活動を盛り上げ、葛飾のまち
を花や緑でさらに彩ることで、人々の心を和ませ、豊かにするため、皆さまからいただいたご支援で花いっぱい活動の輪を広げ
ていきます。

1,000,000 80,000 10 8.0% × ×

葛飾区では、花いっぱいのまちづくり活動に対して、様々な支援を行ってお
ります。例えば、葛飾区からタネや花苗などの配付や、園芸教室などの講習会
を実施する際のお手伝いなどがありますが、今回のクラウドファンディングに
よって寄せられた皆さまのご支援は、特に活動に欠かせない園芸用品等を充
実させるために活用させていただきます。
ご支援に対するお礼の品物はありませんが、花と緑に彩られた葛飾のまちが
少しでも皆さまの憩いと安らぎになれたら幸いです。

【参考】自治体におけるクラウドファウンディング実績
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サイト 自治体名 事業名 目標額 寄附額 寄附件数 達成度
ふるさと納税の
返礼品を設定

独自 寄付金の使途

【参考】自治体におけるクラウドファウンディング実績

8 さとふる 岐阜県七宗町

【第7弾】里山を保全し野
生動物の命を守る～未来
のためにいま私たちにで
きること～

急速に進む過疎・高齢化の波は、野生動物と人との緩衝地帯として機能してきた里山の荒廃を加速させました。
絶滅の危機に瀕する多くの種を救わなければならない一方で、増えすぎた種や外来種とどう付き合うのかも重い課題となって
います。
今回皆様のご支援により、人里と山林の間にある杉やひのきといった針葉樹を伐採し、広葉樹を植樹することで里山の再生を図
ります。

本来野生動物というのはとても臆病な生き物です。なので人間の生活圏に危険を顧みずやってくることは、昔はほとんどあまり
ありませんでした。

野生動物が、わざわざ人間の畑を荒しに来る要因は、
・野生動物の生活圏が減っていること
・食べるものが少なくなっていること
・人間と野生動物の生活圏の境界線が曖昧になっていること
などが考えられます。

近年は、人間の生活圏が拡大する一方で、中山間地では過疎化が進み、集落やその周辺に人の手が入らなくなりつつあります。
このように、中山間地域の活動衰退が農地への鳥獣の侵入を許し、野生動物と人との接触が増えてしまっているという状況なの
です。

2,500,000 84,000 6 3.3% 〇 ×

【寄附金の使い道】
・ふる里・里山再生事業
・林道付近の環境整備(草刈り、清掃等)環境整備事業
・環境保全林、里山整備事業
・森林整備地域活動支援事業
・間伐事業、バッファーゾーン整備
・獣害防護柵設置、看板設置　など

9 さとふる 佐賀県唐津市
私たちなおしたい!　唐津
市の明治の洋館修復プロ
ジェクト

旧三菱合資会社唐津支店本館の修復・整備については、佐賀県重要文化財に指定された貴重な文化財建造物ですので、「文化財
としての価値を損ねない」ことが求められます。一方、文化財建造物といえど、見学される皆様の安全を守るためにも耐震対策を
行う必要がありますが、その対策についても文化財的価値に配慮して行わなければなりません。
そのため、修復工事を行うに際しては十分な調査・検討を行う必要があります。
また、実際の修復工事に際しても、できるだけ今ある部材を使用して修復し、傷んだ部材も傷んだ部分だけを取り換えるなど、文
化財としての価値を損なわず、できるだけ現状と変わらず後世に伝えていけるよう慎重に、丁寧に工事を行っていきます。

10,000,000 1,552,000 82 15.5% 〇 ×

受け付けました寄付は、下記の用途に使わせていただきます。
・旧三菱合資会社唐津支店本館の修理、構造補強のための調査・設計
・旧三菱合資会社唐津支店本館の修理工事
・旧三菱合資会社唐津支店本館公開のための整備事業

10 さとふる 神奈川県真鶴町
真鶴町まちづくり条例施
行30年美の基準普及啓
発映像制作事業

神奈川県の西部、有名な観光地に囲まれた人口約7千人の小さな港町。当町は、先進的なまちづくりを進めている町と評価さ
れ、その先進的な条例である「真鶴町まちづくり条例」が制定されてから30年を迎えようとしています。その条例制定30年の記
念事業として、これまで変わることのなかった風景を残してきたまちづくりをこれからも推進し、将来に守り、受け継ぐため、映
像を制作し、後世にその意思を受け継いでいきます。

3,000,000 10,000 2 0.3% × ×
まちづくり条例制定30年の記念映像制作費用のために、寄付金を使わせて
いただきます。なお、寄付金額が映像に係る制作費用を超えた場合は、まち
づくり基金に積立し、まちづくりに資する事業に活用させていただきます。

11 さとふる 群馬県吉岡町

第2弾!人口増加率群馬
県内トップ|未来を担う吉
岡の子どもたちのために
ご支援を!

2021年度のクラウドファンディングでは、多くの皆様にご協力いただき、127万円ものご寄附が集まりました。厚く御礼申し上
げます。

2021年度は約1億6千万円をかけて中学校のトイレ・給水管改修工事を行い、2022年度は中学校の屋上防水改修工事や駒寄
小学校校庭拡張事業などを行う予定です。
GIGAスクール構想に伴う、一人一台端末の整備活用事業である『HiBALIプラン』も2020年度に学習支援ソフトの導入・活用
が始まり、2022年度には学習・業務での効果的な活用が期待されています。

小学校ではクラブ活動を行い、中学校では22の部活動が部員不足に陥ることもなく活発に活動しており、運動部・文化部とも毎
年多くの部で素晴らしい成果を上げています。

1,000,000 509,000 17 50.9% × ×

全ての費用をクラウドファンディングで賄うことは困難ですが、寄附金は児童
生徒の教育環境の整備にかかる費用へ利用させていただきます。
なお、このプロジェクトの様々な施策の事業総額は目標金額を遥かに上回る
ものですが、寄附金額が目標金額に達しなくても事業の実施により教育環境
の整備に努めていきます。

12
ふるさと
チョイス

福岡県
福岡武道館建設プロジェ
クト

福岡武道館は、１９７９年（昭和５４年）に現在の大濠公園に建設され、青少年の健全育成や柔道、剣道、逮捕術といった警察術科
訓練の推進向上などを目的とし、年間約９万人が利用する施設として広く県民の皆様に親しまれるとともに、各種武道大会や昇
段審査などの場として重要な役割を担っています。

この度、大濠公園南側に新県立美術館の移転整備計画が進んでおり、これに伴い、福岡武道館を東公園に移転することとし、現
在整備を進めています。

この場所は、地下鉄やＪＲの駅からも近く、都市高速道路からもアクセスしやすいなど、利便性に優れており、また、隣接する市民
体育館との連携を図り、これまで以上に利用価値の高い施設を目指します。

今回の寄附金は、福岡武道館新築工事費に活用させていただきます。

2,000,000 35,000 2 1.7% × ×
頂いた寄附金は、福岡武道館新築工事費に充てられます。
目標金額に達しなかった場合、また、目標金額以上の寄附を頂いた場合で
も、本経費の財源として活用させていただきます。

13
ふるさと
チョイス

福岡県

こどもたちの笑顔が見た
い！皆さんの思いを温か
い食事にして届けます。
～福岡県こども食堂応援
プロジェクト～

こどもたちの笑顔は、私たちの希望です。

こどもの7人に1人が「貧困状態」にあるとされる中、無料または少額で食事を提供する「こども食堂」はこうしたこどもたちを救
う取組みとして注目されてきました。

今では、こどもや大人が集まる地域の居場所として、その活動は広がりを見せており、こどもがホッとできる大切な場所になって
います。

こどもみんなが笑顔になれる「こども食堂」はNPOや地域のボランティアの人で支えられています。その支援の輪を皆さんの温
かい気持ちでもっと大きな広がりにしていきませんか。

5,000,000 8,467,600 110 169.3% × ×

食材（県産品）の購入や保管、運送に係る費用に活用

※目標金額に達しなかった場合、また、目標金額以上の寄附をいただいた場
合でも、本経費の財源として活用させていただきます。

14
ふるさと
チョイス

福岡県
緑豊かな福岡県に！緑化
センター運営事業

福岡県は、全国でも有数の緑化木（植木、庭木など）の生産地であり、特に久留米市を中心に、県南地域に集中しています。

福岡県緑化センターは、１９８４年、緑化の推進を図るために久留米市田主丸町に設置された、入場無料の緑豊かな県営公園で
す。緑化樹木に関する各種展示、緑化の相談や知識の普及啓発を図るための講習会等を行っています。
また、広大な敷地には、芝生広場や季節ごとに移り変わる樹木の見本園、日本庭園などがあり、 季節ごとに咲くいろいろな花が
楽しめるので、散策や写真撮影に多くの人が訪れています。

本プロジェクトでは、緑化の推進を図るため、県民への緑化思想の普及啓発や、緑化技術の指導を行います。

福岡県外にお住まいの方で、２０２３年２月２８日（火）までに１万円以上のご寄附を頂いた方に、木々のアロマのハンドソープ
（300mlボトル）をお送りいたします。

5,000,000 0 0 0.0% × 〇

皆様から頂いた寄附金は、福岡県緑化センター運営事業（樹木の見本園や芝
生広場、日本庭園の維持管理、緑に関する様々な講習会やイベントの開催）の
費用として、大切に活用させていただきます。

※目標金額に達しなかった場合や目標金額以上の寄付をいただいた場合
も、その全額を本事業に活用させていただきます。
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サイト 自治体名 事業名 目標額 寄附額 寄附件数 達成度
ふるさと納税の
返礼品を設定

独自 寄付金の使途

【参考】自治体におけるクラウドファウンディング実績

15
ふるさと
チョイス

長崎県波佐見町

思い出と歴史が詰まった
「旧波佐見中央小学校講
堂兼公会堂」を、蘇らせる
ために。

２度の解体決定を覆し、町のシンボルの一つとして蘇る旧講堂に、みなさまのご支援をお願いいたします。
　１９３７年に建てられた旧波佐見中央小学校講堂兼公会堂。２度にわたって解体予算が計上されましたが、住民や卒業生による
反対運動が巻き起こり、徐々に利活用が図られるようになりました。
　この年代の木造建築としては九州最大規模で、随所に洋風の意匠があしらわれた趣のある造り。現在では国の有形登録文化財
にも登録されています。
　しかし、老朽化は確実に進行しており、雨漏りや壁のひび割れ、剥落など、使用を制限せざるを得ないような状況にまでなって
しまいました。
　今後も町のシンボルとして多くの人の思いがこもった旧講堂の姿を守り、かつてのように子ども達や地域の住民の憩いの場と
して活用できるように、また、より多くの人に利用してもらい、まちに賑わいをもたらしてくれるような施設になるために、今年度
から改修に着手しています。
　みなさまのご支援を宜しくお願いいたします。

ご賛同いただきました皆様へ、のお礼の品をお贈り致します！
　今回のプロジェクトにご支援いただいた皆様へ、感謝の気持ちとともに以下のお礼の品をお贈り致します。

　・5,000円以上の寄附	 … 記念絵はがき
　・20,000円以上の寄附	 … 記念絵はがき ＋ 鬼の朝ご飯セット
　・50,000円以上の寄附	 … 記念絵はがき ＋ 瓦への名入れ（150口限定）
※瓦への名入れについて
実際に旧講堂の修繕に使用する瓦の裏面に、寄附者様の住所、氏名等を揮毫致します。
名入れを行った後屋根へ設置してしまうため、完成後に名入れの状況を確認することは出来ませんが、名入れを行った瓦の写
真と、改修前の旧講堂の写真をお送りします。
（先着150口限定のお礼の品です。定員に達し次第受付終了となります。）

10,000,000 885,000 32 8.8% × 〇

旧講堂の修復工事全体にかかる費用は合計で 2億304万円 となる見込み
です。
今回のプロジェクトでは、『外壁、屋根瓦等の工事にかかる費用』といたしまし
て
1,000万円 を、ガバメントクラウドファンディングを利用し寄附を募ります。

※工事着手の準備として
　○平成26年：耐震診断 約1150万円
　○平成27年：修復設計 約1400万円
を現在までに行っております。

16 ふるなび 大分県佐伯市
大分県佐伯市の「海の
幸」を守りたい！漁場環
境改善プロジェクト

佐伯市は大分県で最も水産業が盛んなまちで、県下の7割近い生産量を占めています。
リアス海岸の複雑な地形と森や川からの豊富な栄養塩に恵まれた漁場では、多彩な天然魚介類が漁獲されており、水揚げされる
魚種は350種以上といわれています。漁法も多岐にわたり、地域ごとに特色ある漁業が営まれています。
また、波浪の少ない静穏な地理的条件をいかしてブリ類、ヒラメ等の養殖業が盛んに行われており、その生産量は全国トップクラ
スです。近年では、クロマグロやカキ類の養殖も行われています。
佐伯市では水産物のブランド化、流通促進のための販促活動・調査・商品開発などを支援するとともに、大分県特産のかぼす果
汁を混ぜた餌で育てた「かぼすヒラメ」などの地域ブランドの認知度向上や生産者の所得向上を目指す取り組みを行っていま
す。

2,500,000 20,000 3 0.8% × ×

今回のクラウドファンディングで頂いたご寄附は、「底質改良剤」の購入費用
をはじめとして、現在行っている3つの施策の費用に充当させていただきま
す。
佐伯市の豊かな海の幸を次世代へと引き継ぐための大切な取組です。
どうか皆様からのお力添えをお願いいたします！

17 ふるなび 奈良県奈良市

学生がチャレンジできる
まちに！伴走型支援で、
学生のチャレンジに追い
風を！

奈良市は、日本最初の研究機関である東大寺が現存し、歴史的に見ても学びに強い地域です。
中核市の中でも学生が多く生活をしている奈良市では、観光だけでなく“働くまちとしての奈良”、“学生のまちとしての奈良”の
認知度の向上、学生による起業の後押しを図ることを目的に、市内で学生を対象とした創業機運を醸成させる事業を行う民間事
業者を支援する、「奈良市学生向け創業支援事業」を開始します。

1,000,000 350,000 2 35.0% × ×

寄附金は、講座の運営費、伴走やテスト販売などのサポート費用に充てさせ
ていただきます。
講座に関しては、経営者向けに有料で提供している内容を無償で提供いたし
ます。資金に限りのある学生に寄り添い、若い志を育てるための実践的なサ
ポートをします。

初回は、10名程度の学生を募集する予定です。
全ての人が起業まで辿り着けるとは思っていません。起業を成功させるのは
厳しいプロセスです。しかし、まずは学びの機会に一歩踏み出すこと、同じよ
うに挑戦を志す学生同士がつながること、収益は上げられなくてもプロジェ
クトをひとつ完遂してみることなど、将来の糧になるような体験を積んでも
らいます。
学生支援で収支を成立させることはなかなか難しいです。今回、奈良市から
このような貴重な機会をいただけたことに深く感謝をしております。奈良の
次世代を担う人を育てることに共感いただき、ご支援賜れれば幸いです。
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